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突
、
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九
長
六
五
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九
苦
異
 
九
只
全
 

一
0
0、
0
0
 

一
0
0
、
0
0
 
を
、

一
六
 

ー
 

八
七
、皇
 

七
二
ー
ー
 

ハ
た
菟
 

九
ニ
、吉
 

1  

ニメし 

、 

ロ 
‘ニン 
、 

口 
ロ 

大
字
金
木
は
純
然
た
る
市
街
温
に
し
て
南
端
金
木
川
に
架
せ
る

祭
橋
を
挟
ん
で
雨
々
町
を
南
し
本
町
、
小
川
町
、
寺
町
、
新
富

町
、
米
町
、
策
町
。
朝
日
町
其
他
大
小
路
地
交
叉
し
戸
数
四
百
 

除
戸
を
算
し
て
議
業
般
盛
を
極
む
職
業
の
重
な
る
も
の
は
金
融

機
関
ど
・
して
資
本
金
ニ
十
五
葛
園
の
株
式
曾
赴
金
木
銀
行
並
に

合
資
曾
赴
高
橋
商
行
あ
り
工
協
は
製
材
所
二
、
精
米
所
三
、
活

版
所
一
、
蹄
餓
工
協
三
等
に
し
て
其
他
各
業
の
旨
鰍

は
左
の
如
 

r
)
 

米
穀
商
七
‘
呉
服
太
聴
商
七
，
嬢
館
四
、
小
閲
物
商
五
、
菓

子
製
造
紺
「
、余
物
商
三
、
魚
類
商
三
，
開
業
警
ニ
，
歯
科
警

一
、
獣
鋳

一
，
搾
乳
所
一
‘
，理
髪
所
五
、
煙
草
小
費
商
一
四

擁
小
費
畜
一
ニ
、
料
理
店
三
、
富
興
業

一
、
薬
種
商
二
、
自

韓
車
業
二
、
時
計
）
間
一
、度
量
衡
器
販
販
費
一
 
 

罵
，
組
 

合
 

圃
農
曾
 
喫
治
一一
工
上ハ
年
十
月
の
設
立
専
ら
農
事
の
改
善
襲
達

を
計
る
を
以
て
員
的
ど
す
事
業
の
重
な
る
も
の
ー
は
種予
の
議
尽

選
、
堆
肥
舎
の
改
皇
、
馬
耕
奨
鋤
、
燐
酸
肥
料
の
配
付
、
害
虫

臨
除
、
観
蓬
襲
製

造
等
に
て
着
々
賢
効
を
奏
し

つ
く
あ
り
曾
長

津
嶋
源
右
衛
門
民
副
曾
長

高
橋
蒲
左
術
門
民
現
在
曾
員
五
百

除
 

●
 

、
，
  、
 
、
一
 

名
露
産
馬
事
業
 
覗
治

ニ
事
六
寧
北
郡
産
馬
組
膏
第
ニ
医
に
鷹
 

・

し
大
字
川
倉

い
」
種
馬
題合
ど
雛
す
る
も
の
を
設
置
せ
し
も
幾
河

も
な
〈
、展
止
す
時
に
篤
志

家
津
島
源
お
衛
門
民
牝
馬
を
購
入
し

て
洋
種
と
配
せ
‘
しめ
模
範
約
飼
養
を
就
む
爾
ぶ
難
馬
事
業
に
志

す
者
績
畠
し
姦
に
属
瞬
＋

三
年
青
森
臨
種
島
所
金
木
種
付
研
を

設
置
せ
ら
れ
て
洋
構
の
種
馬
を
置
き
事
務
所
及
び
安
尾
携
を
建

築
す
る
等
従
来
の
爾
鼠
を
一
新
せ
り
国
に
大
正

閥
阜
津
鰹
連
方

化
表
約
競
馬
蕩
を
建
談
し

て
斯
業
“
‘
啓
襲
に
努
む
選
家
禽
組
合

戦
時
記
念

と
し
て
大
正
七
年
三
月
創
立
家
禽

の
改
良
新
業

h
 

普
及
を
計
り
舞
方
副
業
の
増
殖
を
以
て
昌
的
ど
す
創
立
以
来
曾

員
各
昌
議
く
純
血
種
の
種
鶏
を
飼
費
し
或
は
讐

々
各
製
よ
h
種

禽
及
び
種
卵
を
購
ひ
て
改
善
に
努
め
た
る
結
采
守
日
荻
漬
見
る

ぺ
き
も
の
・β‘
り
翻
胃謝
W
曾
 
醍
治
四
十
三
年
の
削
立
に
し
て

商
業
の
改
善
鷺
遷
を
計
る
を
以
て
胃
的
ど
す
曾
頭
律
嶋
忠
次
郎

氏
副
曾
鑑
大
橋
得
造
氏
に
し
て
共
他
参

事
員
数

名
を
置

く
園
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輸
出
米
組
合
 
既
治
三
十
九
寧
本
繰
輸
繊
米
検
査
規
則
髪
布
せ
 

ら
れ
同
時
に
本
組
合
を
組
織
し
て
組
合
規
約
を
定
む
専
ら
品
質

の
改
良
俵
装
の
改
善
に
努
む
圏
産
業
組
合
 

（
金
木
信
用
販
更

購
買
組
合
、
川
倉
同
上
）
組
合
は
共
に
大
正
三
年
二
月
の
創
立

に
・
して
左
の
事
業
を
警
む
を
以
て
目
的
ど
す
 

一
、
組
合
員
に
産
業
に
必
要
な
る
資
金
を
貸
付
し
及
貯
金
の

便
益
を
得
せ
し
む
る
事
 

二
‘
組
合
員
の
委
托
を
受
け
其
生
産
物
を
質
却
す
る
事
 

三
，
組
合
員
の
生
計
a
必
要
な
る
物
を
購
買
し
之
れ
を
組
合

員
に
責
却
す
る
事
 

組
合
負
は
金
木
四
十
三
名
、
川
倉
五
＋
名
っ
組
合
長
金
木
高
橋

良
三
郎
、
川
倉
中
谷
子
之
助
 

四
、
数
 
育
 

本
町
教
育
の
沿
革
は
維
新
前
に
《
の
りて
は
紳
職
笹
木
千
影
氏
の

累
代
租
先
ょ
り
寺
小
屋
式
数
授
に
依
り
僅
か
に
子
弟
を
致
育
し

来
し
り
に
始
ま
り
其
後
明
治
九
年
小
畢
校
を
創
設
し
て
梢
や
面

目
を
改
め
同
十
ニ
年
藤
枝
小
畢
校
を
開
設
し
同
十
四
年
蒔
田
麗
 

内
に
蒔
潟
小
畢
校
を
創
立
し
て
娃
に
漸
く
数
育
上
の
設
備
な
れ

り
是
れ
現
今
の
第
一
、
第
二
、
築
三
金
木
尋
常
小
畢
校
の
前
身
 

(‘
り
ど
す
越
え
て
明
治
ニ
十
六
竿
金
木
、
嘉
瀬
、
喜
良
市
、
武
 
 

田
糾
ク
村
の
組
合
立
品
等
小
畢
校
を
創
立
し
て
咲
治
爵
等
小
畢

校
ご
命
名
せ
り
大
正
七
年
度
に
於
け
る
撃
齢
見
童
就
撃
繊
席
歩

合
又
び
最
近
三
ケ
年
間
の
謝
比
表
左
の
如
し
 

I
 畢
齢
売
童
 
就

畢

歩
合
 

出

席
歩

合
 

校
名
躍
躍
 
倉m

‘
り

M
」牛
寸
 

合
及
最
近
三
ケ
年
間
の
封
比
表
左
の
如
し
 

一
 
天
一
（
 
ニ
量
 
究

犬
一
 
 

老
、

）
一一

一
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・
召
 一8
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8
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1
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一口
只
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三
一
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五
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昔
一
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一口
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九
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一
e
 

九
五
．
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五
 

究
、
皇
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0
 一8
 
E
只
o
t」 
宅
元
七
 
九
一
」
、

三
 
七
三
ハ
ニ
 

三
 
一
ロ
五
 
七

五
 

九
入
、
九
〈
 

一
O

、
O
8
 

九
七
、
水
五
 

盃
、
三
「
一
 

治
 
ー
ハ
四
 

一
」
一
 

ー
 

ー
 

九
一
て
水
九
 

を
一
、三
 

明第 第

治 三 二 

第 

盗
、

六
五
 
入七
ハ
五
 

を
「
空
 
翌
、
呈
 

空
、党

 
九
一
、合
 

空
．ョ
  
九
吾
五
「
一
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四
 
年
 
度
 

第

一
」8
 
ニ
吾
 
一8
、
8
 
毛
、
杢
 
空
、
豊
 
き
、
六
一
 

第 一
天
 
発
 
一
0
0、8
 
査
、
三
 
金
、
凸
 
七
一
、異
 

第
童
 
交
 
一

8
、
8
 
一8

、
8
 
突
元
七
 
会
宍
六

明
 
治
 
一
冥
 
え
 
ー
 
ー
 
九
ニ
、

青
 
九
二
夫
 

尚
各
校
の
署
謄
を
記

せ
ん
に
圏
明
治
高
等
小
畢
投
 
明
治
二
十

六
年
金
木
“
嘉
瀬
、
喜
良
市
、
武
田
の
鰻
ケ
村
組
合
立
に
て
創

立
し
最
初
金
木
第
一
尋
常
小
撃
校
の
一
室
を
借
り
て
数
場
に
充

て
し
が
ニ
十
九
年
大
字
金
木
の
北
端
字
芦
野
に
校
舎
を
新
築
移

韓
せ
り
敷
地
丸
百
坪
建
築
費
一
千
百
鳳
其
後
生
徒
の
墳
加
に
依

り
三
十
五
ケ
年
増
築
し
た
る
も
猶
ほ
狭
陸
を
威
じ
三
十
九
年
墳

築
費
七
百
四
十
七
鳳
を
・
以て
更
に
増
築
之
を
六
畢
級
に
編
制
し

て
今
日
に
至
れ
り
大
正
七
年
度
の
経
常
費
二
千
三
百
ニ
十
同
廿

三
銭
現
校
長
は
顧
士
勇
氏
数
員
五
名
圏

r
か
窮
、
郵

r
加
馴
か

明
治
九
年
の
創
立
な
る
が
小
畢
校
令
賓
施
に
伴
ふ
風
民
教
育
の

普
及
を
計
ら
ん
鴛
め
三
十
五
年
瓦
額
の
金
を
支
出
し
字
菅
原
の

奮
御
臓
屋
敷
に
敷

地
八
百
十
七
坪
を
購
入
し
て
横
舎
を
新
築
し

漸
次
生
徒
壇
加
と
共
に
更
に
敷
地
五
百
八
十
二
坪
を
購
ひ
増
築

し
た
り
明
治
二
十
五
年
十
二
月
廿
七
日
御
具
影
を
奔
戴
し
四
十

一
年
奉
置
所
を
建
築
 
た
う
又
三
十
九
年
よ
り
基
本
財
産
及
び

記
念
林
ど
し

て
周
園
に
樺
松
五
百
本
を
植
え
金
木
臓
有
地
を
借
 
 

入
れ
松
杉
扇
柏
の
類
五
千
本
を
植
栽
せ

h
現
校
長
笹
木
武

次
郎

氏
教
員
八
名
圏
金
木
第
ニ
尋
常
小
畢
校
 
明
治
十
二
年
の
創
立

始
め
川
倉
、
藤
枝
各
一
校
を

維
持
せ
し
を
同
＋
主ハ
年
第
三
十
六

畢
厘
聯
合
藤
枝

小
畢
校
ど
構
す
二
十
三
年
各
尋
常
校
の
経
済
共
 

兵
太
郎
氏
頭
取
な
り
し
が
同
二
十
七
年
七
月
消
防
組
に
開
す
る

勅
令
の
下

に
之
を
展
止
す
る
ど
同
時
に
従
来
備
付
の
器
械
器
具

は
悉
く
村

へ
寄
附
し
頭
役
一
名
、
小
頭
二
名
、
消
防
手
五
十
名

を
以
て
此
慮
に
公
立
金
木
消
防

組
の
組
織
霧
れ

b
越
え
て
同
一11
 

十
三
年
よ
り
川
倉
、
藤
枝
、
蒔
田
、
混
部
の
数
部
落
に
於
て
も

各
自
私
立
消
防
組
の
如
き
も
の
を
組
織
し
た
る
も
維
持
上
の
開

係
ょ
り
同
四
十
年
ま
で
に
全
部
器
械
，

器
具
を
村

に
寄
附
し
た

れ
ば
此
慮

r
於
て
金
木
消
防
組

の
組
織
を
改
め
小
頭
及
び
消
防

手
等
を
増
員
し
て
各
大
字
よ
り
募
集
す
る
事
と
な
せ

b
三
十
七

年
ょ
り
従
来
の
奮
式
器
械
を

慶
し
て
卿
筒
を
購
人
し
同
時
に
各

大
字
部
落
四
ケ
所

へ
支
部
を
置
き
器
械
置
場
を
設

げ
卿
筒
其
他

の
器
械
、
器
具
を
配
置
す
而
し
て
大
字
金
木
は
頭
取
自
ら
管
理

し
他
部
落
は
十
人
戸
長
を
以
て
之
を
管
理
せ
し
も
其
後
時
運
の

進
展
に
伴
ひ
軍
に
る
腕
用
卿
筒
の
み
に
て
は
消
防
の
完
全
を
期

さ
れ
ず
と
霧
し
蒸
汽
卿
筒
を
購
入
し
て
菖
一
に
備

へ
り
現
組
頭

小
頭
の
氏
名
左
の
如
し
 

組
頭
大
橋
豊
吉
、
小
頭
中
村
勇
次
郎
、
山
本
千
代
太
郎
、
太
 

田
徳
太
郎
、
小
田
桐
豊
吉
 

官
 
公
 
衝
 

一
、
町
 

役
 
場
 

金
木
野
大
字
健
木
字
朝

H
山
三
二
二
番
地
に
あ
り
現
廃
舎
は
明

治
十
六
年
の
建
築
な
る
も
近
秦
状
勢
頓
に
髪
達
し
之
が
執
勢
の

膨
脹
「
」
速
れて
廉
合
の
狭
除
を
楽
た
し
既
に
役
場
建
築
費
ど
し

て
二
千
二
百
除
園
の
積
立
金
あ
る
程
な
れ
ぱ
今
回
旧
制
施
行
を

機
と
し
役
場
新
築
の
議
あ

・h・近
く
賓
現
す
る
事
な
る
ぺ
し
而
し

て
嘗
治
制
施
行
以
来
村
長
の
交
迭
九
回
助
役
の
交
迭
十
回
に
し

て
現
円
長
高
橋
良
三
郎
氏
（
村
長
時
代
よ
り
）
は
大
正
八
年
二
月

ニ
十
一
日
選
暴
せ
ら
れ
助
役
中
谷
新
吉
郎
氏
は
大
正
八
年
六
月

六
日
選
塁
せ
ら
る
以
下
牧
入
役
外
崎
健
助
氏
外
書
記
五
各
雇
員

一
名
を
以
て
組
織
し
奪
ら
自
治
に
軟
掌
せ
り
左
に
倉
治
制
施
行

以
家
の
村
長
（
町
長
）助
役
を
禍
ぐ
 

轟
村
長
 
木
村
岩
五
郎
、
福
士
荘
太
郎
、
白
川
重
治
、
野
呂
雄

之
助
，
（
再
）腰
士
荘
太
郎
，
安
田
全
逸
、
花
田

一
色
、
今
準

次
郎
、
（
現
）
高
橋
良三
郎
 

ム
助
役
 
高
橋
昌
五
郎
、
新
岡
豊
、

長
内
亮
、

野
呂
寅
太
郎
 

（
再
）
長
内亮
，
野
呂

雄
之
助
、

松
尾
友
義
、
安
田
全
逸
、
 

（
再
）
松
尾
友
義
、（現
）
中
谷
新
吉
郎
 

省
現
町
曾
議
員
の
民
名
左
の
如
し
 

泉
谷
丑
太
郎
、
伊
藤
豊
吉
，
角
田
準
吉
、
中
谷
清
水
，
角
田

金
七
、
角
田
勇
助
、
泉
谷
喜
代
太
郎
、
成
田
清
太
郎
、
白
川

重
治
，
村
田
義
男
、
津
嶋
忠
次
郎
、
大
橋
豊
吉
，
蝦
名
元
太

郎
、
津
島
久
吉
、
白
川
五
郎

戸
、
田
中
要
吉
、
大
橋
得
造
、
 

高
橋
蒲
左
衛
門
 

一
一
、警
 
察
 
分
 
署
 

大
字
金
木
字
朝
日
山

四
四
九
番
地
に
あ
う
明
治
二
十
一
年
時
の

分
署
長
中
鳥
義
一
氏
は
分
署
の
新
築
を
企
て
所
轄
各
村
ょ
り
寄

附
金
三
百
六
十
八
織
を
募
集
し
て
起
工
せ
・
し
がエ
を
竣

へ
き
る

に
韓
任
し
後
任
久
保
貞
治
氏
在
職
中
同
ニ
十
三
年
九
月
新
築
落

成
せ
へ
現
今
の
建
物
則
ち
是
れ
な
り
而
し
て
之
が
管
轄
轟
域
は

金
木
、
嘉
瀬
、
喜
良
市
、
武
田
，
中
里
，
内
潟
、
相
内
，
脇
元

小
泊
の
九
ケ
村
に
し

ず
小
泊
に
巡
査
部
長
派
出
所
を
置
き
外
各

村
に
巡
査
駐
在
所
？
で置
け
り
現
分
署
長
伊
勝
勝
次
郎
氏
な
り
 

三
、
臓
裁

判
所
出
張

所
 

大
字
金
木
字
朝
日
山
三
二

ー
ノ
ー
番
地
に
あ

h
始

め
金
木
登
記

所
ど
し
て
役
場
内
に
あ

h
し
が
明
治
」
千
一
年

五
所
川
原
臓
裁

判
所
金
木
繊
張
所
ど
・
改梅
し
て
嘉
湖
，
喜
良
市
、
 金
木
、
武
田

中
里
，
内
潟
の
六
ケ
村
を
管
轄
す
同
年
十
月
金
木
村
は
廉
舎
を

新
築
し
て
献
納
し
後
年
更
」
有
志
者
に
於
て
現
今
の
敷
地
を
献
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納
し
て
叫・
篇プ
」
改築
移
勢
す
る
に
至
れ
り
其
後
五
所
川
原
腰
裁

判
所
展
止
ど
共
に
一
時
青
森
隔
裁
判
所
の
管
轄
と
な
り
・
し
が五

所
川
原
皿
裁
判
所
復
活
と
共
に
理
今
の
名
稚
を
再
び
す
る
に
至

れ
り
現
在
主
任
書
記
和
島
知
三
氏
な
り
 

郵
 

便
 
局
 

本
町
に
於
て
始
め
て
郵
制
度
の
施
設
を
見
た
る
は
賓
に
明
治
七

年
十
ニ
月
に
し
て
営
初
金
木
郵
便
取
扱
所
と
構
し
野
呂
雄
之
助

民
郵
便
取
扱
役
申
付

！
っる
越
え
て
翌
年
】
月
十
二
日
金
木
郵
便

局
と
改
稚
四
十
八
年
十
月
霧
替
貯
金
事
務
開
始
二
十
五
年
十
一
一

月
十
六
日
野
呂
局
長
依
願
免
官
ど
な
り
て
翌
日
蝦
名

x
太
郎
氏

局
長
に
任
命
二
十
九
年
十
一
月
小
包
逓
選
事
務
開
始
三
十
ニ
年

十
二
月
廿
六
日
電
信
事
務
開
始
し
て
金
木
郵
便
電
信
局
と
改
構

せ
る
が
三
十
六
年
四
月
一
日
官
制
改
正
に
依
り
金
木
郵
便
局
ど

再
構
す
吏
に
翌

三
十
七
年
現
約
貯
金
特
別
取
扱
事
務
を
開
始
し

て
娃
に
制
度
の
完
成
を
見
た
り
其
後
蝦
名
局
長
辞
任
ど
共
に
津

島
忠
次
郎
氏
層
長
を
奔
命
し
同
時
に
現
地
に
移
韓
し
て
今
日
に

至
れ

b
而
し
て
管
轄
優
域
は
嘉
瀬
、
喜
良
市
、
金
木
、
富
野
の

四
村
に
し

7一事
務
員
三
名
、
集
配
人
四
名
、
返
迭
人
三
名
に
て

郵
便
及
び
電
信
事
務
を
掌
れ
り
 

其
他
の
官
衝
 

右
の
外
官
荷
と
・
して
青
森
懸
殺
物
藁
工
品
検
査
金
木
支
所
，
喜
 
 

良
市
小
林
蹟
金
木
保
護
履
官
舎

二
、
川
倉
巡
査
駐
在
所
、
青
森

種
馬
所
金
木
種
付
所
等
あ
る
も

之
を
馨
す
 

公
共
園
体
 

一
、
善
 
行
者
 
表
彰
 

軽
桃
浮
華
の
弊
ど
矯
正
し

醇
厚
篤
質
の
風
を
養
成
す
る
目
的
を

以
て
本
町
は
阻
治
超
一
二
二
年
三
月
善
行
者
表
彰
規
程
を

設
け
既

に
数
国
に
渉
っ
て
表
彰
を

行
ひ
た
り
則
ち
本
規
程
の
要
項
左
の

如
し
 

要
 

項
（
 

一
本
町
民
に
し
て
左
記
各
項
に
該
嘗
す
る
 
もの
は
衆
庶
の
模
 

範
と
・
し
て
其
の善
行
を
表
彰
す
 

。
 

一
素
行
正
し
く
し
て
一
家
輯
睦
の
も

の
 

一
質
素
に
し
て
客
修
に
流
れ
き
る
も

の
 

一
諸
枕
の
納
期
を
違
は
す
完
納
す
ろ
も
の
 

一
職
業
に
忠
質
精
働
す
る
も
の
 

一
公
共
心
に
富
み
徳
行
卓
絶
な
る
も
の
 

一
農
事
上
手
入
仕
舞
の
能
き
も
の
 

一
畢
生
其
他
の
見
重
に
し
て
品
行
方
正
親
に
孝
行
な
る
も
の
 

而
し
て
第
一
回
よ
り
表
彰
さ
れ
た
る
も
の
‘
氏
名
左
の
如
く
に
 

て
甲
種
は
徽
章
及
賞
品

（
ニ
闘以
内
）
乙
種
は
徽
章
及
び
賞
品
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（
一
固
以
内
）
丙
種
は
徽
章
の
み
の
も
の
な
り
 

A
第

一
回
 
乙
種
 
金
木
町
大
字
金
木
徳
田
儀
助
、
同
上
古
川

小
三
郎
、
 大
字
神
原
前
田
菊
次
郎
、
大
字
川
倉
白
川
重
吉

0
 

丙
種
 
金
木
町
大
字
金
木
小
林
長
太
，
大
字
蒔
田
中
角
蒲
、
 

大
字
藤
枝
三
橋
運
次
郎
 

A
第
二
回
 
甲
種
 
大
字
金
木
蝦
名
元
太
郎
、

0
乙
種
 
大
字

金
木
新
岡
年
一
、

0
丙
種
 
大
字
金
木
白
川
金
助
、
大
字
蒔

田
白
川
松
太
郎
、
大
字
神
原
前
田
輿
七
郎
、
大
字
藤
枝
原
田

善
九
郎
、
 大
字
川
倉
泉
谷
久
八
 

ム
第
三
回
 
乙
種
 
大
字
金
木
角
田
宗
太
郎
、
大
字
金
木
大
橋

弼
九
郎
、
大
字
蒔
田
白
川
勇
次
郎
．
大
字
藤
枝
原
田
長
吉
、
 

大
字
川
倉
中
谷
利
助
 

A
第
四
回
 
乙
種
 
大
字
金
木
佐
藤
初
太
郎
、
大
字
金
木
白
川

久
米
吉
‘
大
字
川
倉
中
谷
金
久
郎
，
神
原
前
田
若
臓
、
蒔
田

外
崎
龍
吉
 

A
第
五
回
 
乙
種
 
大
字
金
木
安
田
寓
九
郎
．
大
字
金
木
津
島

蒲
作
、
大
字
藤
枝
工
藤
仁
太
郎
 

A
第
六
回
 
ご
樹
 
大
字
金
木
山
形
寅
吉
，
大
字
川
倉
臼
川
梅

吉
‘
大
字
紳
原
三
上
園
次
郎
 

尚
孝
子
節
婦
に
し

て
本
係
知
事
ょ

b
表
彰
さ
れ
た
る
者
左
の
一
一

名
に
し
て
外
に
篤
農
者
と
し
て
白
川
重
治
民
も
表
彰
さ
れ
た
り
 
 

大

字

金

木
 

仙
 
響
 

興
 

六
 

資
性
僕
直

に
し
て
勤
勉
明
治
二
十
五
軍
六
月
父
を
失
ふ
母
自

ら
家
事
を
庭
理
し
他
の
容
隊
を
許
さ
ず
興
六
唯
々
ど
し
て
其

の
命

Y
奉
じ
敢
て
之
を
逆
ふ
な

L
母
寺
院
に
詣
っ
る
や
自
ら

扶
け
負
ひ
奉
養
ニ
十
有
飲
年
未
だ
嘗
て
倦
怠
の
色
な
く
一
家
 

韓
睦
近
隣
の
嘆
稚
す
る
慮
ど
な
る
淘
に
奇
特
と
す
勿
て
総
其
 

賞
不
杯

一
組
下
賜
恢
事
 

明
治
四
十
五
年
一
月
四
日
 

青
森
係
知
事
 
正
四
位
動
三
等
 
武
田
千
代
三
郎
 

大

字

川
倉
 

中
 
谷
 

イ
 
ソ

大
と
霧
、
リ温
良
に
し
て
志
操
堅
賓
明
治
十
八
年
中
谷
清
太
郎

に
嫁
し
齢
三
十
一
に
し
て
夫
を
失
ふ
臨
に
長
子
猶
幼
に
し
て

姑
老
い
た
り
加
ふ
る
に
遺
産
の
又
裕
か
な
ら
き
る
も
の
あ
り

鐘
に
於
て
か
率
先
農
耕
を
働
み
家
事
を
理
し
傍
ら
老
姑

に
事

へ
見
女
を
養
ふ
人
の
再
縁
を
勤
む
る
あ
る
も
慮
せ
ず
孤
節
十

有
三
年
淘
に
奇
特
ど
す
偽
て
鴛
其
賞
金
二
闘
下
賜
候
事
 

明
治

・n十
五
年
一
月
四
日
 

青
森
孫
知
事
 
正
四
位
動
ニ
等
 
武
田
千
代
三
郎
 

篤
農
者
 

白
 
川
 
重
 
治
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平
素
業
を
働
み
事
に
改
良
に
従
ひ
衆
の
模
範
と
す
る
に
足
る
 

依
て
娃
に
之
を
表
彰
す
 

大
正
五
年
三
月
三
十

一
B
 

青
森
係
農
曾
長
 
正
五
位
動
五
等
 
小
演
松
次
郎
 

ニ
、
在

郷
軍

人
分

曾
 

明
治
四
十
三
年

ノ
月
一
日
襲
布
せ
ら
れ
し
帝
園
在
郷
軍
人
曾
設

立
に
開
す
る
趣
意
に
基
き
在
来
の
軍
人
曾
を
組
織
獲
更
し

て
本

分
曾
に
改
め
同
四
十
四
年
六
月
分
曾
旗
捧
立
式
及
び
分
‘
曾
登曾

式
を
塁
行
せ
り
現
曾
員
未
数
育
者
共
百
六
十
四
名
あ
り
基
本
金

百
升
六
圃
九
十
七
銭
外
に
山
林
二
町
歩
役
員
の
氏
名
左
の
如
し

分
曾
長
高
橋
金
吾
、
分
曾
副
長
中
村
勇
次
郎
‘
理
事
角
田
粂

吉
、
安
田
永
次
郎
、
幹
事
竹
谷
善
喜
、
棟
方
元
一
、
評
議
員

深
田
本
次
郎
、
外
崎
健
助
、
山
口
甚
三
郎
，
泉
谷
臓
次
郎
，
 

角
田
八
太
郎
、
 田
中
圃
造
、
佐
藤
丑
太
郎
，
徳
田
才
助
、
白

川
常
吉
、
仙
場
宮
之
助
、
工
藤
長
六
、
坂
本
又
五
郎
、
其
田

甚
太
郎
、
川
口
鶏
五
郎
、
名
番
曾
員
氏
名
高

橋

良
三

郎
、
 

福
士
勇
．
津
島
源
右
衛
門
，
津
島
忠
次
郎
、
高
橋
弧
左
衛
門
 

津
島
市
三
郎
、
蝦
名
元
太
郎
、
高
橋
昌
五
郎
、
鳴
海
祐
清
，
 

務
賀
猛
雄
、
今
準
次
郎
、
謬
田
揃
之
助
、
伊
藤
豊
吉
 

省
精
動
楢
は
動
六
等

一
名
、
動
七
等
四
名
、
 動
八
等
五
十
六
名

な
り
 

一
】
一
、
青
 

年
 
園
 

明
治
四
十
一
年
十
二
月
の
創
立
に
し
て
金
木
各
小
畢
校
に
於
け

る
同
窓
の
畢
友
相
曾
し
戊
申
詔
書
の
聖
旨
を
奉
膿
し
て
互
に
智

識
の
交
換
、
精
神

の
修
養
に
努
む
毎
月
一
回
定
期
の
曾
合
あ
り

て
雑
誌
書
籍
の
購
讃
、
演
説
、
講
話
、
夜
畢
曾
、
体
育
奨
働
或

は
有
識
の
名
士
を

招
待
し

て
講
話
シ
聴
取
す
る
等
各
種
の
有
盆

な
る
事
業
に
従
事
し

つ
七
あ
h
現
園
長
高
橋
良
三
郎
氏
、
副
園

長
中
谷
新
吉
郎
氏
、

支
部
長
三
名
、
副
支
部
長
三
名
、
外
幹
事

三
名
‘
評
議
員
十
五

名
、
賛
助
貰
百
ニ
十
名
、
曾
員
二
百
二
十
 

」
ハ
名
な
り
 

四
，
振
 
興
 
曾
 

金
木
振
興
曾
は
明
治
四
十
二
年
十
ニ
月
の
創
立
に
し

て
事
務
所

を
金
木
町
役
場
に
設
け
曾
員
七
百
二
十
名
の
多
敷
を
以
て
組
織

す
規
約
を
設
け
て
専
ら
勤
倹
力
行
風
俗
矯
正
を
本
と
し
主
と
し

て
町
の
編
利
増
進
を
以
て
目
的
と
せ
り
 

五
、
地
 
主
 

曾
 

本
曾
創
立
は
明
治
四
十
三
年
二
月
に
し
て
曾
長
津
島
源
右
衛
門

氏
、
副
曾
長
高
橋
弼
左
衛
門
氏
外
評
議
員
十
五
名
、
書
記
二
名

並
に
多
敷
の
曾
員
を
以
て
組
織
す
要
す
る
に
本
曾
は
農
事
の
改

善
、
小
作
人
の
保
護
奨
働
を
霧
し
て
一
家
の
幸
幅
，
農
村
の
繁

築
を
聞
る
を
以
て
目
的
と
せ
り
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赤

十

字
杜
員
 

本
町
民
に
し
て
始
め
て
日
本
赤
十
字
杜
に
入
此
し
た
る
は
明
治

二
十
七
年
十
二
月
十
六
日
ど
な
す
現
在
赴
員
百
〇
七
名
に
し
て

内
侃
有
功
章
特
別
赴
員
津
島
源
右
衛
門
氏
、
高
橋
弼
左
右
術
門

氏
、
特
別
杜
員
蝦
名
元
太
郎
、
津
島
忠
次
郎
、
今
乎
次
郎
、
高

橋
良
三
郎
、
鳴
海
砧
清
諸
氏
及
ひ
修
身
魁
員
七
十
四
名
、
正
枇

員
三
十
三
名
な
り
 

愛

園

婦
人
曾
 

明
治
三
十
六
年
十
二
月
四
日
本
曾
の
事
業
に
賛
し
入
曾
し
た
る

者
あ
る
以
来
其
後
年
を
逐
ふ
て
入
曾
者
あ
り
現
在
本
町
民
婦
人

に
し
て
曾
員
た
る
は
七
十
二
名
な
り

4g
の
内
有
功
章
者
氏
名
左

の
如
し
 

津
島
ィ
ヲ
、
 津
島
タ
ネ
、
大
橋
ャ
サ
，
大
橋
ト
ラ
．
高
橋
タ

ミ
、
大
橋
か
ね
 

大
谷
派
婦
人
法
話
曾
支
場
 

本
支
場
は
ニ
諦
相
淑
の
教
旨
に
基
き
婦
徳
を
酒
養
し
来
世
の
得

脱
を
期
す
る
を
目
的
の
下
に
組
織
せ
る
も
の
に
て
朋
治
四
十
四

年
七
月
本
部
の
認
可
を
得
た
り
目
下
曾
員
三
百
飲
名
を
有
す
支

場
長
其
他
左
の
如
し
 

支
場
長
津
島
イ
シ
、
副
支
場
長
高
橋
キ
ン
、
幹
事
津
島
ト

シ

高
橋
ラ
ク
、
高
橋
ャ
サ
，
大
橋
ノ
ブ
、
 大
橋
ト
ーフ
 
 

貯
 
金
 
組
 
合
 

本
町
に
は
各
種
の
勤
倹
貯
蓄
組
合
等
あ
る
が
之
が
組
合
名
並
に

員
数
、
貯
金
額
は
左
の
如
し
 

組
 

合
 

名
 

人
員
 

貯
 

金
 

額

節
酒
曾
郵
便
貯

金

組

合
 

一
五
 

五
三
七
、
二
〇
〇

金

木

郵

便

局
組

合
 

一
一
一
 
三
一
一
九
、
五
〇
O
 

金
 
木
 
商
 
業
 
組
 
合
 

三
三

六
、
一
一
九〇
、
七
八
〇

神

原
勤
倹

貯

金
組

合
 

六
三
 

四
七
五
、
九
〇
〇
 

帝
園
在
郷
軍
人
曾
金
木
町
分
曾

規
約
貯
曾
組
合
 

金
木
三
十
鋭
貯
金
組
合
曾
 

五
〇
 

二
五
三
、
「
lc

一C
 

川
端

町

貯
金

組

合

曾
 

ニ
九
 

一
三
六
、
七
〇

o
 

金
 
木
 
消
 
防
 
組
 
合
 

一
一
五
 

一
一
三七
，
11一
〇〇

戦
時
記
念
金
木
貯
金
組
合
 

一
六
 

五
七
、
山ハ
〇
O
 

悌
 
教
 

青
 

年
 
曾
 

一
九
 

一
一
四
、
五
o
O
 

神

杜

備

閣
 

一
、
神
 

吐
 

、
 
、
 

、
 
、
 
、
  

◇
郷
魁
八
幡
宮
 
大
字
金
木
字
朝
日
山
百
五
十
四
番
地
に
あ
り
 

境
門
松
、
棒
，
楓
樹
等
幾
多
の
老
木
惨
蒼
．こ
し
て
書
猶
ほ
暗
く

欝
紳
木
と
唱

へ
し
老
杉
は
明
暦
年
中
津
軽
大

臓
殿
の
御
手
植
な

し
り
しと
言
ふ
本
殿
舜
殿
共
に
宏
牡
に
し
て
紳
威
巌
し

ー
人
を
し
 

六
〇
  

三
一
八
、

七
O
O
 

九 六五 
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て
自
ら
崇
昇
の
念
を
起
さ
・
しむ
る
も
の
あ
り
し
が
惜
い
か
な
明

注
三
十
八
年
鵬
月
＋
六
日

金
木
大
火
の
際
悉
く
類
焼

に
羅
・
りた

心
を
以
て
飛
司
笹
木
千
影
氏
及
ひ
氏
子
惣
代
人
等
協
力
し
経
養

二
千
三
百
八
十
六
鳳
案
」
山
附
金
を
募b
臓
四
十

一
年
昇
殿
新
築

同
四
十
二
年
本
殿
も
亦
新
築
落
成
を
告
げ
・
し
が建
築
規
模
奮
に

鷲
し
て
競
巌
且
っ
彫
鐘
精
を
極
む
同
年
十
月
遷
座
式
を
畢
行
せ

り
本
殿
の
創
立
、
祭
紳
の
勘
諦
年
月
日
は
詳
か
な
ら
き

な
も
大

主
ふ
北
畠
家
の
再
建
な
う
し
と
の
事
口
碑
に
博
は
れ
り
天
正
時

代
よ
り
は
笹
木
氏
耽
司
た
h

・藩
租
禽
信
公
御
代
怨
敵
退
散
の
御

所
薫
仰
付
ら
れ
其
の
折
御
紋
付
及
び
御
幕
、
御
燈
寵
其
他
勲
品

下
賜
せ
ら
れ
た
る
由
絡
正
し
き
紳
赴
な
b

省
類
焼
に
羅
り
し
建

物
J
か
一車
保
ニ
年
舞
代
官
斎
藤
四
郎
兵
衛
、
栗
原
喜
兵
衛
雨
氏
の
 

主
唱
に
‘
」て
金
木
組
中
の
再
建
に
係
れ
り
ど
而
し
て
祭
紳
は
春

電
別
命
、
天
照
皇
大
稗
、
須
佐
之
男
命
、
村
遇
突
智
命
，
倉
稽
 

況
命
の
五
榔
に
て
毎
年
五
月
十
八
月
を
以
て
例
祭
日
ど
す
現
時

斎
司
は
笹
木
武
次
郎
氏
に
L

て
氏
子
四
百
五
十
戸
、
惣
代
人
律

鳥
海
右
篠
門
、
高
橋
蒲
斉
僚
門
、
角
田
勇
助
、
蝦
名
元
太
郎
、
 

伊
藤
豊
吉
、
白
川
一事
次
郷
の
諾
丘
な
り
 

◇
三
柱
紳
赴
 
大
字
川
倉
字
へ
下
に
あ
b

延
賓
年
中
の
再
建
に

し
て
三
柱
権
現

こ
暴
せ
し
が
夢
治
践
年
】
柱
稗
．瞳
ど
改
稚
し
同
 

九
年
村
魁
に
列
す
祭
帥
は
大
剛
主
命
、
 水
波
女
命
、
 大
山
紙
命
 

人
の
門
弟
な
り
八
世
智
玄
に
至
り
六
篠
御
殿
御
畢
寮
の
寮
司
た

り
し
を
安
政
元
年
七
月
七
日
西
京
出
立
金
木
に
蹄
り
宗
教
及
ひ

寺
院
維
持
上
に
専
ら
意
を
注
ぎ
本
堂
庫
裡
組

ぺ
て
完
備
せ
る
に

不
幸
明
治
四
年
十
二
月
十
四
日
本
堂
ょ
り
出
火
し
て
悉

、
焼
失

せ
り
爾
来
暇
建
物
な
り
し
を
肩
十

一
年
ょ
り
新
築
に
着
手
し
内

外
の
造
管
略
ば
成
工
し
た
る
に
又

、b
同
三
十
八
年
四
月
十
六
日

類
焼
し
現
時
は
侵
建
物
な
り
 

◇
青
蓮
山
妙
乗
寺
 
大
字
金

不
字
朝
日
山
四
百
二
十
五
番
地
に

あ
り
日
蓮
宗
弘
前
法
立
笥
の
末
寺
に
L

て
正
徳
四
年
北
津
軽
郡

川
内
村

ょ
り
鵬
（
の
地
に
移
り
同
年
八
月
二
T

一
日
の
建
立
な
り

開
租
H

良
上
人
に
し
て
現
住
職
武
田
鎧
浄
に
至
る
迄
十
九
世
檀
 

家
百
二
十
戸
．
惣
代
人
長
内
亮
氏
外
五
名
な
り
本
堂

ば
慶
懸
三

年
八
月
全
部
焼
失
の
露
め
庫
裡
は
直
に
建
築
せ
し
も
本
堂
は
明

治
七
年
に
建
築
せ
し
も
の
な
り
 

◇
朝
日
山
照
道
院
 
大
字
合
木
朝
日
山
ニ
百
五
十
九
番
地
に
あ
 

h

浄
土
宗
弘
前
貞
昌
寺
の
末
寺
い
」・
して
開
基
は
元
緑
七
年
七
月

十
一
日
穀
番
浄
頓
法
帥
を
始
ま
り
賓
暦
十
三
年
正
月
十
七
日
稚

経
和
省

：v
時
代
よ
り
寺
銃
を
照
蓮
魁
と
藤
せ
し
が
維
新
後
照
道

院
と
改
む
而
し
て
現
住
職
佐
々
木
恭
器
に
至
る
迄
十
五
世
檀
家
 

五
十
六
戸
、
惣
代
入
田
中
要
吉
氏
外
三
名
な
り
本
寺
は
明
治
四

年
十
ニ
月
南
憂
寺
火
災
の
際
全
部
類
焼
し
同
三
十
年
再
築
せ
し
 
 

な
り
勤
請
年
月
H

是
れ
亦
詳
か
か
ーら
ず
省
明
治
四
十
二
年
本
殿

及
ひ
弄
殿

二
、
修繕
を
加
ふ
氏
子
百
二
＋
戸
り
例
祭
日
は
毎
年
匹

亮
十
二
B

な
h

惣
代
人
箕
田
大
八
、
白
川
重
吉
、
泉
谷
喜
代
太

郎
、
中
谷
子
之
助
氏
な
り
 

◇
勢
い
和
智
 
大
宇
藤
枝
に
あ
b

保
食
命
一
ど肥
る
勘
請
詳
か
奪

ら
市
傘
治
四

十
」
証
・本
殿
を
建
立
し
て
村
瀧
に
列
す
境
内
贋
か

ら
ず
と
鎌
も
樹
木
多
く
老
藤
腕
々
と
し
て
樹
上
に
嬬
b

藤
枝
に

し
て
此
の
藤
あ
り

一
奇
ど
言
ふ

べ
し
例
祭
は
毎
年
五
月
十
三
日
 

二
，
偽
 
閣
 

◇
釦
か
か
も
静
か
 

大
字
金
木
字
朝
日
山
四
百
三
十
三
番
地
の

一
跳
に
あ
り
曹
洞
宗
弘
前

市
長
勝
寺
の
末
寺
に
し

て
正
保
二
年

の
創
立
ひ
り
開
山
は
聖

岩
和
何
に
し
て
現
住
職
一
戸
大
定
和
尚

に
至
る
ま
て
二
十
世
檀
家

七
百
二
十
戸
に
し
て
惣
代
人
古
川
市

三
郎
氏
等
十
三
名
な
b

省
本
堂
及
ひ
附
属
建
物
は
文
化
七
年
の

建
築
に
し
て
鐘
模
門
は
享
和
三
年
弘
前
の
人
武
田
又
三
郎
一
家

の
寄
附
な
り
と
 

◇
金
龍
山
南
憂
寺
 
大
字
金
木
字
朝
日
山
四
百
九
十
三
番
地
に

あ
り
員
宗
大
谷
派

本
願
寺
の
末
寺
に
し
て
元
縁
二
年
の
建
立
な
 

b

開
基
は
休
西
坊
に
し

て
現
住
職
生
王
慈
照
師
に
至
る
十
二
世

檀
家
百
十
七
戸
、
惣
代
人
高
橋
蒲
左
衛
門
氏
外
五
名
な
り
開
基

休
西
坊
は
俗
名
生
玉
角
兵
衛
と
稚
し
西
京
の
士
に
し
て
数
如
上
 

が
同
三
十
八
年
四
月
十
六
日
金
木
大
火
の
際
再
び
類
焼
に
羅
り

現
時
は
侵
建
物
な
り
 

三
、
名
 
所
 
奮
 
蹟
 

◇
奏
の
川
原
 
金
木
町
大
字
川
倉
の
匿
有
原
野
に
あ
り
此
の
地

は
大
字
金
木
を
距
る
宰
里
に
し
て

ー
の
洞
堂
あ
h

享
保
年
間
よ

り
地
臓
尊
を
安
置
し
て
之
を
祭
れ
b

例
祭
日
は
毎
年
六
月
二
十

三
、
四
雨
日
な
り
文
化
の
初
年
雲
群
寺
十
四
世
太
淳
和
尚
の
時

代
に
至
り
信
向
参
奔
す
る
も
の
漸
く
多
く
爾
来
奏
の
川
原
の
名

四
方
に
喧
博
し
例
祭
目
の
如
き
は
今
省
ほ
近
郷
の
人
々
は
勿
論
 

数
十
里
の
遠
き
を
厭
は
ず
老
若
男
女
群
集
し
て
藤
秤
す
る
を
見

る
西
南
は
藤
枝
の
溜
池
に
臨
み
堂
宇
を
続
ら
す
に
松
樹
を
以
て

一
憂
ど
な
し
風
光
朋
娼
愛
す
べ
き
の
地
に
・
して
金
木
八
景
の
ー
 

に
敷
へ
ら
る
 

◇
招
魂
碑
 
大
字
金
木
字
芦
野
の
原
野
に
あ
り
日
清
役
の
戦
死

者
の
鴛
め
に
建
て
ー
碑
は
元
帥
伊
東
海
軍
大
絡
の
筆
に
し
て
日

露
殉
難
者
の
鴛
め
に
建
て
し
碑
は
元
帥
野
津
陸
軍
大
特
の
筆
な

り
毎
年
招
魂
祭
典
を
畢
行
し
て
殉
剛
諸
士
の
英
鴛
を
慰
む
此
の

地
は
大
字
金
木
の
北
端
約
五
町
の
庭
に
し
て
孫
道
に
沿
ひ
地
勢

高
燥
四
面
能
く
展
け
東
方

に
は
大
倉
撤
南
方
に
は
岩
木
山
の
釜

ゆ
る
あ
り
て
眺
望
絶
佳
天
然
の
風
光
に
富
み
加
ふ
る
に
先
年
松

楼
数
百
株
を
移
植
せ
し
を
以
て
一
層
の
風
致
を
添
へ
た
り
磐
来
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